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万葉歌に詠まれた神名（井上）

合
し
た
も
の
で
あ
り（

２
）

、
神
話
的
な
内
容
と
は
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
本
来

は
「
天
照
大
神
」
と
の
接
点
は
な
く
、
そ
こ
に
記
紀
の
神
話
体
系
を
統
括
し
て

い
る
「
系
譜
的
観
念（

３
）

」
な
ど
も
想
定
し
得
な
い
。

　

一
方
で
、
家
持
歌
に
お
い
て
天
孫
降
臨
神
話
が
繰
り
返
し
表
現
さ
れ
る
の
は
、

大
伴
氏
が
神
代
以
来
の
名
族
の
出
で
あ
る
と
す
る
自
負
心
か
ら
で
あ
る
と
指
摘

さ
れ
て
い
る（

４
）

。
そ
う
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、「
天
照
大
神
」
を
七
夕
歌
に
お
い

て
の
み
詠
ん
だ
の
は
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
万
葉
歌
に
お
け
る
神
名
に
つ
い
て
、
こ
と
に
「
天
照
大

神
」
と
い
う
神
名
が
詠
み
込
ま
れ
た
家
持
の
七
夕
歌
の
事
例
に
つ
い
て
、
改
め

て
考
え
て
み
た
い
。

二　

神
名
を
詠
む
歌

　

日
本
語
の
「
か
み
」
の
語
源
は
不
明
で
あ
る
。
漢
字
が
移
入
さ
れ
文
字
化
さ

れ
る
際
に
「
神
」
が
あ
て
ら
れ
た
が
、
厳
密
に
い
え
ば
両
者
は
一
致
す
る
も
の

で
は
な
か
っ
た（

５
）

。
し
か
し
な
が
ら
、
お
お
よ
そ
中
国
の
抽
象
的
な
「
神
」
が
日

本
の
「
か
み
」（
神
）
に
お
い
て
具
象
化
さ
れ
、
人
格
神
と
し
て
発
達
し
定
着

し
た
と
み
ら
れ
て
い
る（

６
）

。

　

一
方
、『
万
葉
集
』
に
詠
ま
れ
た
「
神
」
に
つ
い
て
は
、
論
者
に
よ
っ
て
も

見
解
に
揺
れ
が
あ
る
。
た
だ
、
記
紀
神
話
に
活
躍
す
る
固
有
の
名
を
持
つ
人
格

神
が
少
な
い
と
い
う
点
で
は
見
解
が
一
致
し
て
い
る
。

一　

は
じ
め
に

　

二
〇
二
〇
年
は
『
日
本
書
紀
』
成
立
（
七
二
〇
年
）
か
ら
一
三
〇
〇
年
の
記

念
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
奈
良
県
で
も
記
紀
万
葉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
終
年

と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
関
連
企
画
の
実
施
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
先
立
ち
、

当
館
で
は
折
に
触
れ
て
『
万
葉
集
』
と
『
日
本
書
紀
』
と
の
関
連
に
つ
い
て
言

及
し
て
き
た
。
巻
一
・
二
に
限
っ
て
左
注
に
「
日
本
書
紀
」「
日
本
紀
」「
紀
」

な
ど
の
記
載
が
一
七
例
み
ら
れ
る
こ
と
、『
日
本
書
紀
』
に
登
場
す
る
神
名
も

万
葉
歌
中
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
万
葉
歌
と
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
に
み
え
る
皇
統
を

語
る
神
話
と
の
間
に
は
、
む
し
ろ
乖
離
が
目
立
つ
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

皇
祖
神
と
さ
れ
た
「
天
照
大
神
」
で
す
ら
、
柿
本
人
麻
呂
と
大
伴
家
持
と
の
歌

が
一
首
ず
つ
あ
る
だ
け
で
あ
り
、
し
か
も
人
麻
呂
歌
が
、
挽
歌
に
お
い
て
皇
統

を
意
識
し
て
天
孫
降
臨
神
話
を
描
き
日
並
皇
子
の
生
前
の
事
績
を
表
現
し
て
い

る
の
に
対
し
て
、
家
持
歌
は
七
夕
歌
に
お
い
て
詠
み
込
ん
で
い
る
。

　

七
夕
は
、
中
国
の
牽
牛
・
織
女
二
星
会
合
の
伝
説（

１
）

が
日
本
の
棚
機
伝
説
と
融

万
葉
歌
に
詠
ま
れ
た
神
名

 

井
上　

さ
や
か
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龗
神　
　
　
　
　
　
　
　

巻
二
・
一
〇
四

　
　

D　

三
諸
の
神
（
三
輪
山
）　  

巻
二
・
一
五
六　

巻
九
・
一
七
七
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巻
十
三
・
三
二
二
七

　
　
　
　

住
吉
の
大
神

　
　
　
　
　

住
吉
の
荒
人
神　
　
　

巻
六
・
一
〇
二
一

　
　
　
　
　

住
吉
に
斎
く
祝　
　
　

巻
十
九
・
四
二
四
三

　
　
　
　
　

住
吉
の
わ
が
大
御
神　

巻
十
九
・
四
二
四
五

　
　
　
　
　

住
吉
の
あ
が
皇
神　
　

巻
二
十
・
四
四
〇
八

　
　
　
　

伊
声
彦
の
神　
　
　
　
　

巻
十
六
・
三
八
八
四

　
　
　
　

鹿
島
の
神　
　
　
　
　
　

巻
二
十
・
四
三
七
〇

　
　
　
　

志
可
の
皇
神　
　
　
　
　

巻
七
・
一
二
三
〇

　
　
　
　

石
田
の
社
の
皇
神　
　
　

巻
十
三
・
三
二
三
六

　
　
　
　

三
笠
の
社
の
神　
　
　
　

巻
四
・
五
六
一

　
　
　
　

卯
名
手
の
社
の
神　
　
　

巻
十
二
・
三
一
〇
〇

　

A
記
紀
神
話
に
活
躍
す
る
高
天
原
系
統
の
神
、
B
記
紀
神
話
に
活
躍
す
る
出

雲
系
統
の
神
ま
た
は
出
雲
神
話
の
中
で
活
躍
す
る
神
、
C
人
格
的
な
名
は
持
つ

が
固
有
の
人
格
性
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
神
、
D
神
社
の
祭
神
で
具
体
的
な

活
動
性
は
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
も
の
、
と
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て

い
る
。

　
　

㈠　

記
紀
の
体
系
神
話
の
中
で
活
躍
す
る
個
性
を
も
っ
た
人
格
神
の
万
葉

集
へ
の
投
影
は
少
な
い
こ
と
。

　

大
久
保
正
氏
は
次
の
よ
う
に
掲
出
し
分
類
し
た（

７
）

。

　
　

A　

天
照
大
神

　
　
　
　
　

天
照
ら
す
日
女
の
命　

巻
二
・
一
六
七

　
　
　
　
　

天
照
ら
す
神　
　
　
　

巻
十
八
・
四
一
二
五

　
　
　
　

神
功
皇
后
（
息
長
足
日
女
命
）

　
　
　
　
　

た
ら
し
ひ
め
（
神
の
命
）
巻
五
・
八
一
三
、
八
六
九　

巻
十
五
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
六
八
五

　
　

B　

大
己
貴
神

　
　
　
　
　

お
ほ
な
む
ち
の
神　
　

巻
三
・
三
五
五　

巻
六
・
九
六
三　

巻
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
一
二
四
七　

巻
十
八
・
四
一
〇
六（

８
）

　
　
　
　
　

八
千
桙
（
戈
）
の
神　

巻
六
・
一
〇
六
五　

巻
十
・
二
〇
〇
二

　
　
　
　

少
彦
名
神

　
　
　
　
　

す
く
な
ひ
こ
な
の
神　

巻
三
・
三
五
五　

巻
六
・
九
六
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巻
十
八
・
四
一
〇
六

　
　
　
　
　

す
く
な
み
神　
　
　
　

巻
七
・
一
二
四
七

　
　
　
　

天
探
女

　
　
　
　
　

天
の
探
女　
　
　
　
　

巻
三
・
二
九
二

　
　

C　

倭
大
国
御
魂
神

　
　
　
　
　

倭
の
大
国
霊　
　
　
　

巻
五
・
八
九
四

　
　
　
　

阿
須
波
神
（
庭
の
神
か
）
巻
二
十
・
四
三
五
〇

　
　
　
　

龍
田
彦
（
風
の
神
）　　

  

巻
九
・
一
七
四
八
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高
天
原
系
統
の
神
名
が
詠
ま
れ
る
こ
と
が
稀
で
あ
る
な
か
、
こ
と
に
皇
祖
神

と
さ
れ
た
天
照
大
神
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
る（

（1
（

。

天
照
大
神
が
わ
づ
か
に
柿
本
人
麻
呂
の
日
並
皇
子
尊
殯
宮
之
時
作
歌
（
巻

二
、一
六
七
）
に
一
例
と
、大
伴
家
持
の
七
夕
歌
（
巻
十
八
、四
一
二
五
）

に
唯
だ
一
例
申
訳
の
や
う
に
見
え
て
ゐ
る
だ
け
で
あ
る
と
い
ふ
事
実
に
よ

つ
て
も
凡
そ
の
見
当
が
つ
く
で
あ
ら
う
や
う
に
、
一
般
に
記
紀
の
体
系
神

話
の
中
核
を
な
す
神
話
的
観
相
の
万
葉
集
へ
の
投
影
は
意
外
に
尠
く
、
た

だ
極
め
て
少
数
の
限
ら
れ
た
作
家
に
現
は
れ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
。

　

こ
こ
に
指
摘
さ
れ
た
と
お
り
、
天
照
神
を
詠
む
歌
は
万
葉
集
中
で
二
例
に
限

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
内
の
一
例
が
大
伴
家
持
の
七
夕
歌
で
あ
る
。

　

問
題
の
歌
は
次
の
と
お
り
で
あ
る（

（1
（

。

　
　
　
　
　
　

七な
ぬ
か
の
よ夕
の
歌
一
首　

并
せ
て
短
歌

天あ
ま

照で

ら
す　

神
の
御み

よ代
よ
り　

安や
す

の
川　

中
に
隔へ

だ

て
て　

向
ひ
立
ち　

袖そ
で

振
り
交か

は

し　

息い
き

の
緒
に  

嘆
か
す
子
ら　

渡わ
た
り
も
り守　

船
も
設ま

う

け
ず　

橋
だ
に

も  

渡
し
て
あ
ら
ば　

そ
の
上へ

ゆ
も  

い
行
き
渡
ら
し　

携た
づ
さ

は
り　

う
な

が
け
り
居ゐ

て  

思
ほ
し
き　

こ
と
も
語
ら
ひ　

慰な
ぐ
さ

む
る　

心
は
あ
ら
む
を

　

何
し
か
も　

秋
に
し
あ
ら
ね
ば　

言こ
と
ど
ひ問
の　

乏と
も

し
き
子
ら　

う
つ
せ
み

の　

世
の
人
わ
れ
も　

こ
こ
を
し
も　

あ
や
に
奇く

す

し
み　

ゆ
き
変か

は

る　

毎と
し
の
は年
ご
と
に　

天あ
ま

の
原　

ふ
り
放さ

け
見
つ
つ　

言
ひ
継つ

ぎ
に
す
れ

（
巻
十
八
・
四
一
二
五
）

　
　
　
　

反
歌
二
首

　
　

㈡　

殊
に
人
麻
呂
・
家
持
を
除
け
ば
高
天
原
系
統
の
神
々
が
歌
わ
れ
る
こ

と
は
極
め
て
稀
で
あ
っ
た
こ
と
。

　
　

㈢　

そ
れ
に
対
し
て
出
雲
神
話
に
現
わ
れ
る
神
々
が
優
勢
を
占
め
、
特
定

の
作
者
に
限
ら
ず
、
時
代
的
に
も
、
ま
た
作
者
の
面
で
も
か
な
り
普

遍
的
に
分
布
し
て
い
る
こ
と
。

　

こ
う
し
た
傾
向
か
ら
、
記
紀
の
体
系
的
神
話
は
「
民
族
の
信
仰
と
信
条
の
自

由
な
開
展
に
よ
っ
て
生
長
を
遂
げ
た
民
族
叙
事
詩
の
如
き
も
の
で
は
あ
り
得
な

い
」
こ
と
、「
体
系
的
な
祖
先
神
の
観
念
は
民
衆
の
氏
神
信
仰
の
実
態
で
は
な

か
っ
た
」
こ
と
を
指
摘
し
た（

９
）

。

　

ま
た
、『
万
葉
集
歌
人
集
成
』
に
お
い
て
は
「
神
名
」
の
項
目
に
、「
阿
須
波

乃
可
美
」「
天
照
日
女
之
命
」「
天
之
探
女
」「
伊
夜
彦
」「
大
来
目
主
」「
大
汝
」

「
可
志
麻
能
可
美
」「
壮
鹿
之
須
売
神
」「
少
彦
名
」「
須
売
可
未
」「
龍
田
彦
」「
布

多
富
我
美
」「
三
諸
之
神
」「
八
千
戈
神
」「
海
神
」「
海
若
神
」「
海
若
神
之
女
」

の
十
七
神
を
掲
げ
て
い
る
よ
う
に
、
何
を
も
っ
て
神
名
と
捉
え
る
か
は
見
解
が

分
か
れ
る
部
分
も
あ
る（

（1
（

。

　

少
な
く
と
も
天
照
大
神
の
よ
う
な
、
今
日
に
お
い
て
よ
く
知
ら
れ
た
神
名
を

詠
ん
だ
万
葉
歌
が
い
か
に
稀
な
例
で
あ
る
か
を
前
提
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。

三　

天
照
神
と
七
夕
歌
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家
持
は
こ
の
長
反
歌
を
含
め
て
十
三
首
の
七
夕
歌
を
残
し
て
い
る
が
、
ほ
か

の
七
夕
歌
が
ま
と
ま
っ
て
み
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
巻
十
七
・
巻
十
八
・
巻
十

九
・
巻
二
十
に
分
散
し
て
収
載
さ
れ
て
い
る
。
作
歌
時
期
や
作
歌
契
機
が
異
な

る
こ
と
に
拠
る
と
考
え
ら
れ
、
家
持
の
一
貫
し
た
七
夕
観
を
探
る
の
は
困
難
で

あ
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　

当
該
歌
は
、
中
西
進
氏
に
よ
っ
て
山
上
憶
良
の
七
夕
歌
（
巻
八
・
一
五
二
〇

～
二
番
歌
）
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
や
、
漢
籍
の
本
格
的
な
受
容
例
と
い
え
る

こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
の（

（1
（

、
家
持
の
ほ
か
の
七
夕
歌
に
比
べ
て
取

り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。

　

森
斌
氏
は
、
家
持
の
七
夕
歌
全
部
に
つ
い
て
の
論
文
中
で
は
あ
る
が
、
当
該

歌
が
『
万
葉
集
』
中
に
百
三
十
首
以
上
あ
る
七
夕
歌
の
中
で
も
特
異
な
表
現
を

有
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た（

（1
（

。
そ
れ
は
、
渡
河
の
方
法
と
し
て
一
首
中
に
船
と
橋

の
二
つ
が
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、「
言
」（
こ
と
）
と
「
言
ひ
」
に
こ
だ

わ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。

　

本
稿
で
注
目
し
た
い
の
は
む
し
ろ
「
天
照
ら
す
神
」
と
い
う
神
名
を
詠
む
こ

と
で
あ
る
が
、
こ
の
長
歌
冒
頭
の
表
現
は
、
両
氏
と
も
次
の
よ
う
な
憶
良
の
七

夕
歌
の
冒
頭
部
分
が
神
話
ふ
う
に
う
た
っ
て
い
る
の
を
踏
襲
し
た
も
の
と
解
さ

れ
て
い
る
。

　
　
　
　
（「
山
上
臣
憶
良
の
七
夕
の
歌
十
二
首
」
の
内
）

牽
牛
は　

織
女
と　

天
地
の　

別
れ
し
時
ゆ  

い
な
う
し
ろ　

川
に
向
き

立
ち　

思
ふ
そ
ら　

安
か
ら
な
く
に　

嘆
く
そ
ら　

安
か
ら
な
く
に　

青

　
　

天あ
ま

の
川
橋
渡
せ
ら
ば
そ
の
上へ

ゆ
も
い
渡
ら
さ
む
を
秋
に
あ
ら
ず
と
も

（
巻
十
八
・
四
一
二
六
）

　
　

安や
す

の
川
い
向
ひ
立だ

ち
て
年
の
恋こ

ひ

日け

長
き
子
ら
が
妻つ

ま
ど
ひ問
の
夜
そ

（
巻
十
八
・
四
一
二
七
）

　
　
　
　

右
は
、
七
月
七
日
に
、
天
漢
を
仰
ぎ
見
て
、
大
伴
宿
禰
家
持
の
作

　
　
　
　
　
　

七
夕
歌
一
首
并
短
歌

安
麻
泥
良
須  
可
未
能
御
代
欲
里　

夜
洲
能
河
波　

奈
加
尓
敝
太

弖
　〻

牟
可
比
太
知　

蘇
泥
布
利
可
波
之　

伊
吉
能
乎
尓　

奈
氣

加
須
古
良　

和
多
里
母
理　

布
祢
毛
麻
宇
氣
受　

波
之
太
尓
母　

和
多
之
弖
安
良
波　

曽
乃
倍
由
母　

伊
由
伎
和
多
良
之　

多
豆
佐

波
利　

宇
奈
我
既
里
為
弖　

於
毛
保
之
吉　

許
登
母
加
多
良
比  

奈
具
左
牟
流　

許
己
呂
波
安
良
牟
乎  

奈
尓
之
可
母　

安
吉
尓
之

安
良
祢
波　

許
等
騰
比
能　

等
毛
之
伎
古
良　

宇
都
世
美
能　

代

人
和
礼
毛　

許
己
乎
之
母　

安
夜
尓
久
須
之
弥　

徃
更　

年
乃
波

其
登
尓　

安
麻
乃
波
良　

布
里
左
氣
見
都
追　

伊
比
都
藝
尓
須
礼

　
　
　
　
　
　
　

反
歌
二
首

安
麻
能
我
波  

〻
志
和
多
世
良
波  

曽
能
倍
由
母  

伊
和
多
良
佐
牟

乎  

安
吉
尓
安
良
受
得
物

夜
須
能
河
波  

許
牟
可
比
太
知
弖  

等
之
乃
古
非  

氣
奈
我
伎
古
良

河  

都
麻
度
比
能
欲
曽

　
　
　
　
　
　

右
七
月
七
日
仰
見
天
漢
大
伴
宿
祢
家
持
作
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の
命
の
…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
十
八
・
四
〇
九
四
）

秋
津
島　

大
和
の
国
を　

天
雲
に　

磐
船
浮
か
べ　

艫
に
舳
に　

真
櫂
繁

貫
き　

い
漕
ぎ
つ
つ　

国
見
し
為
し
て　

天
降
り
坐
し　

掃
ひ
言
向
け　

千
代
累
ね　

い
や
嗣
継
に　

知
ら
し
け
る　

天
の
日
嗣
と
…

（
巻
十
九
・
四
二
五
四
）

ひ
さ
か
た
の　

天
の
戸
開
き　

高
千
穂
の　

岳
に
天
降
り
し　

皇
祖
の　

神
の
御
代
よ
り
…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
二
十
・
四
四
六
五
）

と
い
っ
た
例
が
む
し
ろ
家
持
歌
の
特
徴
と
し
て
指
摘
で
き
る
。

　

尾
崎
暢
殃
氏
は
、
家
持
が
当
該
歌
に
お
い
て
「
天
照
ら
す
神
」
と
表
現
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る（

（1
（

。

牽
牛
・
織
女
の
二
星
の
恋
が
天
の
川
を
隔
て
て
な
さ
れ
る
と
い
う
構
想
自

体
に
、
男
女
の
二
神
す
な
わ
ち
天
照
ら
す
大
神
と
須
佐
の
男
の
命
と
が
天

の
安
の
河
を
間
に
置
い
て
誓
約
し
、
御
子
を
生
ま
れ
た
、
天
照
ら
す
大
神

は
織
姫
で
も
あ
っ
た
―
―
書
紀
の
磐
戸
の
条
に
「
天
照
大
神
方
織
二

神
衣
一

居
二

斎
服
殿
一

」
と
あ
る
―
―
と
す
る
伝
承
と
重
な
り
あ
う
部
分
が
あ
る
。

そ
し
て
、
家
持
が
国
見
歌
の
形
式
を
踏
ま
え
た
長
歌
を
多
作
し
、「
す
め
神
」

な
ど
を
詠
む
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
て
、「
大
伴
家
は
神
代
以
来
宮
廷
に
奉
仕
き

た
っ
た
名
誉
の
家
柄
で
あ
る
と
す
る
誇
り
か
ら
、
神
代
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
国
家

の
始
原
を
回
顧
」
し
た
と
し
て
、
当
該
歌
に
つ
い
て
は
適
切
な
素
因
と
契
機
と

を
見
出
し
得
た
た
め
に
期
せ
ず
し
て
こ
の
よ
う
な
表
現
が
な
さ
れ
た
と
結
論
付

け
た
。

波
に　

望
み
は
絶
え
ぬ　

白
雲
に  

涙
は
尽
き
ぬ　

か
く
の
み
や　

息
衝

き
居
ら
む　

か
く
の
み
や　

恋
ひ
つ
つ
あ
ら
む　

さ
丹
塗
の　

小
舟
も

が
も　

玉
纏
の　

真
櫂
も
が
も
〔
一
は
云
は
く
、
小
棹
も
が
も
〕　

朝
凪

に　

い
掻
き
渡
り　

夕
潮
に
〔
一
は
云
は
く
、
ゆ
ふ
べ
に
も
〕　

い
漕
ぎ

渡
り　

ひ
さ
か
た
の　

天
の
川
原
に　

天
飛
ぶ
や　

領
巾
片
敷
き　

真
玉

手
の　

玉
手
さ
し
交
へ　

あ
ま
た
夜
も　

寝
ね
て
し
か
も
〔
一
は
云
は
く
、

い
ね
も
さ
ね
て
し
か
〕　

秋
に
あ
ら
ず
と
も
〔
一
は
云
は
く
、
秋
待
た
ず

と
も
〕　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
八
・
一
五
二
〇
）

　
　
　
　
　

反
歌

風
雲
は
二
つ
の
岸
に
通
へ
ど
も
わ
が
遠
妻
の
〔
一
は
云
は
く
、
は
し
づ
ま

の
〕
言
そ
通
は
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
八
・
一
五
二
一
）

礫
に
も
投
げ
越
し
つ
べ
き
天
の
川
隔
て
れ
ば
か
も
あ
ま
た
術
無
き

（
巻
八
・
一
五
二
二
）

右
は
、
天
平
元
年
七
月
七
日
の
夜
に
、
憶
良
、
天
の
川
を
仰
ぎ
見
た

り
〔
一
は
云
は
く
、
帥
の
家
の
作
〕

　

確
か
に
、
家
持
歌
は
憶
良
の
歌
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
そ
う

で
あ
れ
ば
、「
言
い
継
ぐ
」
こ
と
を
詠
む
点
か
ら
言
っ
て
も
、
山
部
赤
人
の
不

尽
山
歌
（
巻
三
・
三
一
七
）
や
先
掲
の
憶
良
の
七
夕
歌
と
同
様
に
「
天
地
の
別

れ
し
時
」
で
も
よ
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
同
様
に
神
話
を
想
起
さ
せ
る
歌
い
出

し
と
し
て
は
、

葦
原
の　

瑞
穂
の
国
を　

天
降
り　

領
ら
し
め
し
け
る　

皇
御
祖
の　

神
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に
あ
っ
て
七
夕
を
祭
り
、
ふ
っ
と
神
話
を
蘇
ら
せ
た
、
そ
う
い
う
作
品
で

は
な
か
ろ
う
か
。

と
、
氏
族
の
誇
り
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
忘
れ
ら
れ
た
神
話
の
伝
承
者
と
し
て

の
家
持
を
想
定
し
た
と
い
え
よ
う
。

　

先
に
見
て
き
た
と
お
り
「
天
照
ら
す
神
」
を
詠
む
例
が
限
定
さ
れ
て
い
る
以

上
、
そ
こ
に
は
何
ら
か
の
理
由
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ア
マ
テ
ラ
ス
と

ス
サ
ノ
ヲ
と
の
ウ
ケ
ヒ
に
つ
い
て
は
、『
日
本
書
紀
』
本
文
で
は
天
の
真
名
井

の
水
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、「
安
の
川
」
が
登
場
す
る
の
は
一
書
第
三
に
お
い

て
で
あ
る
。
家
持
が
確
か
に
そ
れ
を
踏
ま
え
た
と
い
う
確
証
は
な
く
、
二
神
の

ウ
ケ
ヒ
を
当
該
歌
に
敷
衍
す
る
の
は
躊
躇
さ
れ
る
。

　

伊
藤
釋
注
も
、
尾
崎
論
文
が
指
摘
し
た
よ
う
に
当
該
歌
に
氏
族
の
誇
り
を
読

み
取
ろ
う
と
し
て
い
る
。

長
歌
の
こ
の
姿
勢
は
、
五
月
十
日
の
時
鳥
に
関
す
る
歌
四
〇
八
九
や
五
月

十
二
日
の
詔
書
を
賀
く
歌
四
〇
九
四
以
来
、
ず
っ
と
続
い
て
き
た
も
の
で

あ
る
。
今
の
歌
で
記
紀
神
話
を
踏
ま
え
る
の
は
、
四
〇
九
四
の
長
歌
以
来

詔
書
を
踏
ま
え
来
っ
た
手
法
の
流
れ
に
属
す
る
。
直
前
の
歌
群
四
一
二
二

～
四
と
の
あ
い
だ
に
一
か
月
の
空
白
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
七
夕
歌
も
余

波
（
第
三
波
）
と
し
て
第
一
波
（
四
〇
八
九
～
一
一
〇
）、
第
二
波
（
四

一
一
一
～
二
四
）
に
接
続
す
る
の
で
あ
り
、
家
持
は
こ
こ
で
も
都
人
を
読

者
と
し
て
意
識
し
て
う
た
っ
て
い
る
も
の
と
見
な
さ
れ
る（

（1
（

。

　

伊
藤
氏
は
、
当
該
歌
を
越
中
か
ら
都
へ
運
ぶ
歌
群
の
中
の
一
つ
と
捉
え
、「
妻

　

一
方
、
高
橋
六
二
氏
は
、
長
歌
お
よ
び
第
二
反
歌
に
あ
る
「
安
の
川
」
に
注

目
し
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
た（

（1
（

。

「
安
の
川
」
は
、古
典
神
話
に
は
、イ
ザ
ナ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
の
火
神
惨
殺
の
段
、

須
佐
之
男
命
と
天
照
大
御
神
と
の
ウ
ケ
ヒ
の
段
、
天
の
石
屋
戸
こ
も
り
の

段
、
天
孫
降
臨
の
段
、
な
ど
に
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
そ
こ
は

神
々
の
出
現
、
会
議
、
祭
祀
の
行
わ
れ
る
場
と
な
っ
て
い
る
。
今
、
家
持

が
「
天
照
ら
す　

神
の
御
代
よ
り　

安
の
川　

中
に
隔
て
て　

向
か
ひ
立

ち
」
と
い
っ
た
時
、
そ
れ
は
ウ
ケ
ヒ
の
段
に
見
ら
れ
る
「
各
天
の
安
の
河

を
中
に
置
き
て
、
う
け
ふ
」
と
い
う
あ
り
方
と
通
じ
合
う
姿
を
そ
こ
に
感

じ
て
い
た
か
ら
の
表
現
な
の
だ
ろ
う
。つ
ま
り
神
話
の
舞
台
と
し
て
の「
安

の
川
」
は
、
ウ
ケ
ヒ
と
「
言
問
ひ
」
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
男
女
の
二
神

が
互
い
に
「
向
か
ひ
立
」
つ
所
と
し
て
ひ
と
つ
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。

そ
の
上
で
、
ア
メ
ワ
カ
ヒ
コ
の
葬
儀
の
際
の
歌
謡
に
突
然
「
た
な
ば
た
」
が
出

て
く
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、

「
安
の
川
」
を
中
に
し
て
の
日
本
の
七
夕
神
話
は
、
こ
の
天
照
大
御
神
の

古
典
神
話
に
お
け
る
位
置
づ
け
の
中
で
、
表
だ
っ
て
語
ら
れ
な
く
さ
れ
て

い
っ
た
ら
し
い
。
だ
が
家
持
は
そ
れ
を
記
憶
し
て
い
た
。
そ
れ
が
こ
の
長

歌
の
冒
頭
に
あ
る
表
現
の
意
味
で
あ
り
、
し
か
も
家
持
は
、
末
尾
で
「
年

の
は
ご
と
に
…
…
言
ひ
継
ぎ
に
す
れ
」
と
、
自
身
が
そ
の
伝
承
者
で
あ
る

こ
と
を
明
言
し
て
い
る
。
こ
の
一
連
は
、
家
持
が
京
を
遠
く
離
れ
た
越
中
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（
巻
九
・
一
七
六
五
）

右
の
件
の
歌
は
、
或
は
云
は
く
「
中
衛
大
将
藤
原
北
卿
の
宅
の
作
な

り
」
と
い
へ
り
。

　

こ
の
歌
で
は
「
上
つ
瀬
に  

珠
橋
渡
し  

下
つ
瀬
に  

船
浮
け
据
ゑ
」
と
あ
り
、

船
と
は
い
っ
て
も
据
え
置
く
船
で
あ
り
、
こ
れ
も
一
種
の
橋
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
そ
も
そ
も
『
万
葉
集
』
の
七
夕
歌
に
お
い
て
は
、
牽
牛
が
船
で
織
女
の

も
と
へ
と
通
う
こ
と
が
表
現
さ
れ
る
場
合
が
多
く
、
橋
を
詠
む
例
は
少
な
い
。

こ
れ
は
、
中
国
の
伝
説
に
お
い
て
は
織
女
が
橋
を
渡
っ
て
牽
牛
の
も
と
へ
逢
い

に
行
く
と
さ
れ
る
こ
と
と
の
相
違
点
と
し
て
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
も

あ
る
。

　

小
島
憲
之
氏
は
そ
う
し
た
傾
向
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
た（

（1
（

。

　

上
代
に
於
け
る
七
夕
の
詩
歌
は
、
懐
風
藻
と
萬
葉
集
に
み
ら
れ
る
。
懐

風
藻
の
詩
は
中
国
詩
の
潤
色
改
作
が
多
く
、
詩
風
を
一
歩
も
出
で
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
萬
葉
集
の
歌
も
同
じ
素
材
を
受
け
、
か
な
り
そ
の
影
響

を
受
け
な
が
ら
も
、
な
ほ
、
本
来
の
自
ら
の
も
つ
歌
境
を
も
ひ
ら
く
。
詩

の
内
容
を
萬
葉
的
に
か
へ
、
或
は
「
雲
衣
」
の
如
き
詩
語
を
歌
語
化
す
る

な
ど
異
国
詩
の
摂
取
に
つ
と
め
な
が
ら
、
な
ほ
一
方
で
は
本
来
の
歌
境
を

七
夕
歌
に
表
現
し
た
と
こ
ろ
に
、
和
漢
同
化
の
実
績
が
み
ら
れ
、
同
じ
上

代
人
の
詩
と
は
違
っ
た
面
を
も
表
現
す
る
。

　

七
夕
歌
と
七
夕
詩
に
お
い
て
、
渡
河
の
方
法
と
渡
河
す
る
主
体
の
違
い
は
、

大
き
な
特
徴
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
中
国
文
学
の
表
現
や
語
彙
を
移
入
し
た

と
別
れ
て
あ
る
こ
と
を
痛
切
に
経
験
し
て
お
れ
ば
こ
そ
、
家
持
に
は
、
憶
良
の

そ
の
七
夕
歌
の
精
神
が
よ
く
理
解
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
も
述
べ
て
い
る
。

そ
う
し
た
家
持
の
実
人
生
と
重
ね
合
わ
せ
る
見
方
は
、
他
氏
の
論
に
お
い
て
も

同
様
で
あ
る（

（1
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
天
照
ら
す
神
」
が
「
天
照
ら
す
神
の
御
代
よ
り
」
と
い

う
文
脈
の
中
で
表
現
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
立
ち
戻
れ
ば
、
神
話
的
な
時
間
の
概

念
を
表
す
た
め
に
詠
ま
れ
た
と
い
う
指
摘
は
前
提
と
し
て
首
肯
さ
れ
る
も
の
の
、

皇
統
や
そ
れ
を
背
景
と
し
た
氏
族
の
誇
り
が
詠
ま
れ
て
い
る
と
ま
で
は
言
い
難

い
と
思
わ
れ
る
。

四　

船
と
橋
と

　

森
論
文
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
当
該
歌
に
お
い
て
も
う
一
つ
の
大
き
な
特
徴

は
、
渡
河
の
方
法
と
し
て
船
と
橋
と
が
同
時
に
詠
ま
れ
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。

　
『
万
葉
集
』
の
中
で
両
者
を
同
時
に
詠
む
歌
は
、
ほ
か
に
次
の
例
が
あ
る
。

　
　
　
　
　

七
夕
の
歌
一
首　

并
せ
て
短
歌

ひ
さ
か
た
の  

天
の
川
に  

上
つ
瀬
に  

珠
橋
渡
し  

下
つ
瀬
に  

船
浮
け

据
ゑ　

雨
降
り
て  

風
吹
か
ず
と
も  

風
吹
き
て  

雨
降
ら
ず
と
も　

裳
濡

ら
さ
ず　

止
ま
ず
来
ま
せ
と  

玉
橋
わ
た
す　
　
　
（
巻
九
・
一
七
六
四
）

　
　
　
　

反
歌

　
　

天
の
川
霧
立
ち
渡
る
今
日
今
日
と
わ
が
待
つ
君
し
船
出
す
ら
し
も
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華
容
は
一
に
何
ぞ
冶
な
る
、
手
を
揮
ふ
こ
と
素
を
振
ふ
が
如
し
。

彼
の
河
に
梁
無
き
を
怨
み
、
此
の
年
歳
の
暮
る
る
を
悲
し
む
。

跂
た
る
彼
に
良
縁
無
く
、
睆
焉
と
し
て
度
る
を
得
ず
。

領
を
引
い
て
大
川
を
望
み
、
雙
涕
は
露
に
霑
へ
る
が
如
し
。

（『
玉
台
新
詠
』
巻
三
「
擬
古
七
首
」
其
四
「
擬
迢
迢
牽
牛
星
」（

（2
（

）

と
あ
る
よ
う
に
、
両
星
が
と
も
に
動
く
と
い
う
発
想
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。『
玉
台
新
詠
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
例
も
み
え
る
。

牽
牛
遙
に
水
に
映
じ
、
織
女
正
に
車
に
登
る
。

星
橋
漢
使
を
通
じ
、
機
石
仙
槎
を
逐
ふ
。

河
を
隔
て
て
相
望
む
近
く
、
秋
を
経
て
離
別
賖
な
り
。

愁
ふ
今
夕
の
恨
を
も
つ
て
、
復
た
著
く
明
年
の
花
。

（『
玉
台
新
詠
』
巻
八
「
雑
詩
三
首
」
其
二
「
七
夕
」）

　

こ
こ
に
も
「
船
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
牽
牛
星
も
「
水
に

映
じ
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
そ
し
て
、『
文
選
』『
玉
台
新

詠
』
や
『
懐
風
藻
』
の
七
夕
詩
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
の
が
、
逢
瀬
を
喜
ぶ

の
で
は
な
く
、
ま
た
一
年
を
耐
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
悲
し
み
を
表
現
す
る
こ

と
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
先
掲
の
山
田
史
三
方
の
七
夕
詩
に
関
連
し
て
、
辰
巳

正
明
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

初
秋
の
風
景
と
と
も
に
、
織
女
は
彩
ら
れ
た
舟
に
乗
り
美
し
い
玉
を
揺
ら

し
な
が
ら
天
漢
を
渡
り
、
牽
牛
に
逢
い
に
行
く
の
で
あ
る
が
、
悲
し
む
べ

き
こ
と
は
、
明
日
の
夜
明
け
に
は
別
離
が
待
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
そ

『
懐
風
藻
』
の
七
夕
詩
に
お
い
て
は
、「
仙
駕
」
や
「
鳳
駕
」
な
ど
の
漢
籍
由

来
の
こ
と
ば
が
見
え
、「
仙
車
鵲
橋
を
渡
り
」（『
懐
風
藻
』
五
六
番
）
と
表
現

さ
れ
る
。

　

そ
う
し
た
中
で
、『
懐
風
藻
』
に
お
い
て
唯
一
、
橋
と
船
と
を
表
現
し
た
例

が
あ
る
。

　
　
　
　

五
言
。
七
夕
。
一
首
。

金
漢
星
楡
冷
え
、
銀
河
月
桂
の
秋
。
霊
姿
雲
鬢
を
理
め
、
仙
駕
清
流
を
渡

る
。
窈
窕
衣
玉
を
鳴
ら
し
、
玲
瓏
彩
舟
に
映
ず
。
悲
し
む
所
は
明
日
の
夜
、

誰
か
慰
む
別
離
の
憂
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
懐
風
藻
』
五
三（

（2
（

）

　

作
者
は
山
田
史
三
方
（
三
方
沙
弥
）
で
、
渡
来
系
の
人
と
し
て
知
ら
れ
、
学

業
に
優
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
還
俗
し
て
官
途
に
つ
き
、
文
章
博
士
と
も
な
っ
た

人
物
で
あ
る
。

　
「
仙
駕
」
と
「
彩
舟
」
と
が
詠
み
込
ま
れ
て
お
り
、「
仙
駕
清
流
を
渡
る
」
と

あ
っ
て
、
織
女
が
橋
を
渡
っ
た
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
が
、「
玲
瓏
彩
舟
に
映

ず
」
と
も
あ
っ
て
、
織
女
が
船
上
に
あ
る
こ
と
も
表
現
さ
れ
て
い
る
。『
懐
風

藻
』
の
七
夕
詩
に
お
い
て
特
異
な
表
現
で
あ
り
、
中
国
の
七
夕
詩
に
お
い
て
も

類
似
例
を
指
摘
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
万
葉
歌
と
の
架
け
橋
と
な
る
よ
う

な
、
日
本
的
な
改
変
と
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

　

あ
る
い
は
、『
文
選
』
や
『
玉
台
新
詠
』
に
採
ら
れ
た
詩
に

昭
昭
と
し
て
清
漢
暉
き
、
燦
燦
と
し
て
天
歩
光
る
。

牽
牛
は
西
北
に
回
り
、
織
女
東
南
よ
り
顧
み
る
。
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性
を
指
摘
し
た
こ
と
と
も
通
底
す
る
と
考
え
る
。

　

前
掲
の
『
玉
台
新
詠
』「
擬
迢
迢
牽
牛
星
」
に
も
み
え
る
と
お
り
、
七
夕
詩

に
お
い
て
橋
梁
の
無
い
こ
と
を
恨
む
の
は
織
女
で
あ
り
、
家
持
歌
に
お
い
て

「
橋
だ
に
も  

渡
し
て
あ
ら
ば  

そ
の
上
ゆ
も  

い
行
き
渡
ら
し
」
と
表
現
さ
れ

た
動
作
の
主
体
も
ま
た
織
女
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
先
に
も
確
認
し
た
と
お

り
、
七
夕
歌
に
お
い
て
は
牽
牛
が
舟
で
渡
る
こ
と
を
詠
む
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
り
、
織
女
が
渡
る
例
は
他
に
一
例
し
か
な
い
（
巻
十
・
二
〇
八
一
）
こ
と
を

踏
ま
え
れ
ば
、
家
持
の
当
該
長
歌
が
い
か
に
七
夕
詩
の
世
界
観
の
中
で
表
現
さ

れ
て
い
る
か
が
う
か
が
え
る
。

　

家
持
の
七
夕
長
歌
は
、「
古
人
も
ま
た
そ
う
で
あ
っ
た
か
と
自
分
に
言
い
聞

か
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
痛
切
な
恋
の
体
験
を
わ
ず
か
に
肯
定
す
る（

（2
（

」
と
い
っ

た
文
脈
で
捉
え
ら
れ
、
妻
と
離
れ
て
越
中
に
赴
任
し
て
い
る
実
人
生
と
重
ね
合

わ
せ
る
こ
と
で
理
解
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、「
ゆ
き
変
る  

毎
年
ご
と
に  

天

の
原  

ふ
り
放
け
見
つ
つ  

言
ひ
継
ぎ
に
す
れ
」
と
、
言
い
継
ぐ
こ
と
を
表
明

す
る
の
は
、
赤
人
の
不
尽
山
歌
と
同
様
に
、
そ
の
対
象
へ
の
純
粋
な
讃
美
の
た

め
で
は
な
か
っ
た
か
。
当
該
歌
の
場
合
は
、
二
星
の
伝
説
と
七
夕
詩
が
そ
れ
に

あ
た
る
と
い
え
よ
う
。

　
「
安
の
川
」
と
「
天
の
川
」
が
重
ね
ら
れ
る
の
が
家
持
歌
の
み
で
な
い
こ
と

は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
（
巻
十
・
二
〇
〇
〇
、
二
〇
三
三
、
二
〇
八
九
）。

そ
う
し
た
七
夕
歌
の
表
現
の
伝
統
を
踏
ま
え
つ
つ
、「
安
の
川
」
か
ら
の
連
想

で
「
天
照
ら
す
神
」
が
導
か
れ
、
神
代
よ
り
の
こ
と
と
表
現
す
る
た
め
に
選
択

れ
は
誰
に
も
慰
め
ら
れ
な
い
の
だ
と
い
う
よ
う
に
、
牽
牛
・
織
女
の
出
会

い
の
喜
び
に
視
点
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
二
人
の
別
離
を
悲
し
む

の
で
あ
り
、
そ
こ
に
こ
そ
漢
詩
の
立
場
が
あ
っ
た（

（2
（

。

　

こ
う
し
た
七
夕
詩
の
主
旨
を
踏
ま
え
て
、
家
持
の
当
該
長
歌
を
み
て
み
る
と
、

「
何
し
か
も　

秋
に
し
あ
ら
ね
ば  

言
問
の　

乏
し
き
子
ら
」
と
秋
に
し
か
会

え
な
い
二
星
へ
の
思
い
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　

窪
田
評
釈
に
、
一
首
全
体
と
し
て
は
盛
り
上
が
り
が
希
薄
で
力
弱
い
と
評
し

な
が
ら
も

二
星
が
秋
で
な
け
れ
ば
逢
え
な
い
と
い
う
の
は
、
一
体
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か

と
、
そ
れ
を
怪
し
み
訝
か
る
こ
と
を
作
意
と
し
た
も
の
で
、
二
星
の
甲
斐

な
く
思
慕
し
合
う
状
態
、
ま
た
、
逢
う
方
法
の
全
く
な
い
嘆
き
は
、
そ
の

怪
し
み
訝
か
り
を
強
め
る
た
め
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
合
理
化
す
る
た
め

の
も
の
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
一
と
口
に
い
う
と
、
個
人
の
欲
望
を
絶
対

な
も
の
と
見
、
そ
の
角
度
か
ら
伝
説
を
批
判
的
に
見
て
い
る
も
の
で
あ
っ

て
、
天
の
河
に
対
し
て
初
め
て
知
性
的
な
眼
を
向
け
た
も
の
で
あ
る（

（2
（

。

と
あ
る
。
た
だ
、
批
判
的
に
見
た
と
い
う
よ
り
は
、
七
夕
歌
で
あ
り
な
が
ら
七

夕
詩
の
主
題
を
踏
襲
し
よ
う
と
し
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
前
掲

の
森
論
文
が
、
家
持
歌
に
「
思
ほ
し
き　

こ
と
も
語
ら
ひ
」「
言
問
の　

乏
し

き
子
ら
」「
毎
年
ご
と
に  

天
の
原  

ふ
り
放
け
見
つ
つ　

言
ひ
継
ぎ
に
す
れ
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
二
星
へ
の
同
情
と
共
感
を
読
み
取
り
、
病
人
や
死
者
に
対

す
る
も
の
と
同
じ
思
い
を
も
っ
て
神
聖
な
言
い
継
ぎ
を
す
る
点
に
、
家
持
の
個
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さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
か
つ
て
人
麻
呂
歌
に
み
ら
れ
た
よ

う
な
皇
統
意
識
も
氏
族
の
誇
り
も
、
も
は
や
投
影
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

五　

お
わ
り
に

　

以
上
、『
万
葉
集
』
に
詠
ま
れ
た
神
名
を
概
観
し
、
記
紀
神
話
に
登
場
す
る

神
名
の
少
な
い
こ
と
、
皇
祖
神
で
あ
る
天
照
大
神
で
す
ら
人
麻
呂
と
家
持
に
一

例
ず
つ
し
か
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
、
こ
と
に
家
持
の
例
が
七
夕
歌
に
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
考
え
た
。

　

家
持
の
「
天
照
ら
す
神
」
の
表
現
に
は
、
人
麻
呂
歌
の
よ
う
な
皇
統
意
識
は

見
ら
れ
ず
、
日
本
的
に
改
変
さ
れ
た
七
夕
歌
の
表
現
類
型
と
し
て
の
「
安
の

川
」
が
呼
び
水
と
な
っ
て
導
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
む
し
ろ
家
持
の
七
夕
歌

は
、
七
夕
詩
を
換
骨
奪
胎
し
た
作
品
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

注
（
１
）『
荆
楚
歳
時
記
』
七
月
条
、『
三
輔
黄
図
』
漢
昆
明
池
条
、
な
ど
。

（
2
）
折
口
信
夫
「
水
の
女
」『
民
族
』
第
二
巻
第
六
号
、
一
九
二
七
年
九
月
（『
折

口
信
夫
全
集　

第
二
巻
』
所
収
）
／
尾
崎
暢
殃
「
七
夕
歌
の
根
底
」『
大
伴
家

持
論
攷
』
笠
間
書
院
、
一
九
七
五
年

（
3
）
松
村
武
雄
『
日
本
神
話
の
研
究　

第
一
巻
―
序
説
篇
―
』（
第
二
章
第
四
節　

血
統
的
・
系
譜
的
観
念
の
旺
盛
）
培
風
館
、
一
九
五
四
年

（
4
）
尾
崎
暢
殃
「
天
照
ら
す
神
」『
国
文
学
』
一
九
七
一
年
七
月
（『
大
伴
家
持
論
攷
』

笠
間
書
院
、
一
九
七
五
年
所
収
）

（
5
）
原
田
敏
明
「
上
代
神
観
の
諸
相
」『
日
本
古
代
宗
教
』
中
央
公
論
社
、
一
九
四

八
年

（
6
）
大
久
保
正
「
万
葉
の
神
々
」『
万
葉
の
世
界
』
小
峰
書
店
、
一
九
六
八
年

（
7
）
注
６
に
同
じ
。

（
8
）
引
用
本
文
に
は
「
四
一
二
五
」
と
あ
る
が
、「
四
一
〇
六
」
の
誤
り
と
み
ら
れ

る
こ
と
か
ら
修
正
し
た
。

（
9
）
大
久
保
正
「
萬
葉
集
に
お
け
る
神
々
の
世
界
」『
萬
葉
の
傳
統
』
塙
書
房
、
一

九
五
七
年

（
10
）
中
西
進
・
辰
巳
正
明
・
日
吉
盛
幸
『
万
葉
集
歌
人
集
成
』
講
談
社
、
一
九
九

〇
年

（
11
）
注
９
に
同
じ
。

（
12
）『
万
葉
集
』
は
原
則
と
し
て
、中
西
進
編
『
万
葉
集　

全
訳
注
原
文
付
』（
講
談
社
、

一
九
七
八
年
）
に
拠
る
。

（
13
）
中
西
進
『
大
伴
家
持　

第
四
巻　

越
路
の
風
光
』
角
川
書
店
、
一
九
九
五
年

（
14
）
森
斌
「
大
伴
家
持
七
夕
歌
の
特
質
」『
広
島
女
学
院
大
学
日
本
文
学
』
一
三
号
、

二
〇
〇
三
年
七
月

（
15
）
注
４
に
同
じ
。
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（
16
）
高
橋
六
二
「
家
持
の
七
夕
歌
」『
セ
ミ
ナ
ー
万
葉
の
歌
人
と
作
品　

第
九
巻　

大
伴
家
持
（
二
）』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
三
年

（
17
）
伊
藤
博
『
萬
葉
集
釋
注　

九
』
集
英
社
、
一
九
九
八
年

（
18
）
鉄
野
昌
弘
「
後
期
万
葉
歌
人
の
七
夕
歌
―
そ
の
寓
意
性
を
め
ぐ
っ
て
」『
説
話

論
集　

第
十
三
集　

中
国
と
日
本
の
説
話
Ⅰ
』
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
三
年

（
19
）
小
島
憲
之
「
七
夕
を
め
ぐ
る
詩
と
歌
」『
上
代
日
本
文
學
と
中
國
文
學　

中
―

出
典
論
を
中
心
と
す
る
比
較
文
學
的
考
察
―
』
塙
書
房
、
一
九
六
四
年

（
20
）『
懐
風
藻
』
は
原
則
と
し
て
、
辰
巳
正
明
『
懐
風
藻
全
注
釈
』（
笠
間
書
院
、

二
〇
一
二
年
）
に
拠
る
。

（
21
）『
玉
台
新
詠
』
は
原
則
と
し
て
、
内
田
泉
之
助
『
新
釈
漢
文
大
系　

玉
台
新
詠
』

上
・
下
（
明
治
書
院
、
一
九
七
四
・
一
九
七
五
年
）
に
拠
る
。

（
22
）
辰
巳
正
明
『
懐
風
藻
全
注
釈
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
二
年

（
23
）
窪
田
空
穂
『
窪
田
空
穂
全
集
第
十
九
巻　

萬
葉
集
評
釋
Ⅶ
』
角
川
書
店
、
一

九
六
七
年

（
24
）
尾
崎
暢
殃
「
星
の
船
」『
大
伴
家
持
論
攷
』
笠
間
書
院
、
一
九
七
五
年


